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Epstein-Barrウイルス（EBV）は、B細胞、上皮感染指向性を有するリン
パ腫、上皮がんを誘導するがんウイルスである。一方、獲得免疫活性化に
よる自己免疫疾患に関与することが示唆されており、いわゆる「免疫撹乱
ウイルス」として知られている。我々は、これまで様々なEBV由来潜伏感
染遺伝子産物について、B細胞分化・増殖異常を検討してきた。今回は、
EBVを中心に免疫病態発現機構解明に関する分子から個体までの研究を紹
介する。さらに、これら研究の応用として、EBV、あるいはB細胞分化・
増殖シグナルの理解をもとに、ヒト由来抗体シーズ探索法を開発し、種々
の感染症治療抗体シーズのラインナップ取得に成功した。これらの知見が、
どのように今後のバイオロジクス開発につながるかを併せて議論したい。


